
令和６年

10月26日開催

第３回の内容

杉並区子どもワークショップ(シーズン３)

なみすけを使って「子どもの権利なみすけ」

をデザインしたり、子どもにやさしいまちを描い

たよ！

当日の流れ

第３回の参加者は25人！

内容

①アイスブレイク

かいさい

すぎなみく

な い よ う

ないよう

セブンジャンケン

じゃんけんのリズムにのせて出した指の合計が「７」になる

ように、班の友達と協力するゲーム。

(０～５本の指が出せるよ！)

１班～６班に分かれて、「チーム戦」をしたよ！

P1

けんり

＠杉並区役所
第３・４委員会室

班のみんなで息を合わせて‥

「ジャンケンポン！」

②のむさん講義 第２回のふりかえり

のむさんなみすけ

さんかしゃ

えが

簡単そうにみえて、

意外と難しい…

🔴自分が「大切にしたいこと」のフレーズを考えてみよう！
No. 大切にしたいフレーズ
1 ・自分の考えを主張できる→北区みたいに「子ども」、「大人」、「区」と分けて子どもの意見をちゃんと書き入れるべきだと思ったから。

2 ・「子どもと大人のみなさんに」

3 ・地域の人たちの交流

4 ・「子どもの権利を守り、自然豊かな町」

5 ・様々な権利

6 ・自分らしく一人一人が生き生きと

7 ・安全安心の杉並区、帰り時間を守る（杉並区の時間）

8 ・未来のためにいろんなたいけんができる→未来のためになるからもししらない人とかがこれをみて、いってもらえるといいから

9 ・緑ゆたかな杉並区で子どもたちでなかよく、安心してあそぶ！→安心しないと子どもたちだけであそびにいけないから

10 ・子どもにやさしいまちは、すべての人にとってやさしいまちになる→大人の人が子どもにやさしくするきっかけになるから。（公園でたばこを吸う人がいなくなるかも！）

11 ・子どもにやさしいまちをつくるために、大人も協力します

12 ・「子どもにやさしい町づくりは大人も子どもも大事だ」

13 ・「子どもにやさしい」→子どもにきびしい世界だと、子どもは、いろいろなことをあきらめるかもしれないから。

14 ・「存在」

15 ・「育てる責任」

16 ・「社会の一員」＝一人一人を大切にしてくれているような感じがある。「大人も子供も同じ。」という考え。

17

・「私達は杉並の子どもたちに、自分らしく生き、人間としての心を育んでほしいです」→数年前に公開された「映画ドラえもん のびたの秘密道具ミュージアム」という映画のなか
で、印象に残ったシーンがある。ドラえもんが首のスズを排水溝におとしてしまい、どろだらけになって探していると、のび太が何も言わずに、どろだらけになりながらさがすという
シーンだ。スズが見つかったあとに、ドラえもんはのび太にこう言う。「君はスポーツもだめ、べんきょうもだめ。だけど君は…いいヤツだな」と。私は、杉並区の子どもたちに、こ
の時ののび太のような人に育ってほしいと思う。のび太こそ、人間として一番大切なことをもっていると思う。

18 ・子どもも大人も平等（レジ袋問題）

19 ・「環境づくり」→周りの環境染まりやすいから

20 ・「子どもにやさしいまちは、すべての人にとってやさしいまち」

21 ・子どもの意見に耳を傾ける、子どもも社会に参加する

22
・「失敗してもやりなおせます」「あなたはひとりではありません」→はげますような言葉があることで、私達によりそってくれているように感じとることができこんな言葉もあると
よいなと思いました。がんばれや君ならできるよなどはもうがんばってるのになど感じてしまうこともあるから表現のしかたが言葉の言いかたも大切だと思いました。

23 ・子どもを第一に考え→富士市は子どもを第一に考え社会の一員としてとらえているのでまねしてもいいと思う。

24 ・「決め事は子どもと話しあう町」（子どもの意見を聞くよう→ワークショップ増えてほしい）

25 ・子どもにとってやさしいまち→ゆめかなえる、まちがってない

26 ・夢、守る、一人一人がキセキ

◀ 「 杉 並 区 の子ど もの権利

条 例 に 込 めたい 思い」

◀ 「 勝 手 に ⁉子ど もの

権 利 条 例 前 文 大 賞 」



③グループワーク１

杉並区が作ろうとしている「子どもの権利条例」に書かれる予定の「６つの子どもの権利」

から１つの権利を選び、それをテーマにした「なみすけ」を各班が考えてデザインしたよ！

完成後、「工夫したところ」「注目ポイント」をみんなの前で発表したよ！

P2

デザイン ～ 発表までの流れ

「子どもの権利なみすけ」をデザイン

／どの権利が良いかな＼

セブンジャンケンに勝った班から、
どの権利をデザインするか決める 班で決めた権利をテーマに

なみすけをデザイン！

／どんなデザインにしようかな＼

完

成

「工夫した点」「注目ポイント」を
皆の前で発表したよ！

／うちの班のポイントは‥＼

安心して生きる権利

自分らしく生きる権利

育つ権利

守られる権利

個別の必要に応じて

支援を受ける権利

意見を聴かれる権利

各班のデザイン一覧

• 不自由ななみすけが自分のや

りたいことを思い浮かべてい

ることで自分らしさを表現し

ました。

• 「勉強しろ~!!!」って怒って

るなみきおじさん

ポイント

• にこにこの笑顔で、安心して

過ごしている様子を表現した。

• タネタにハートをもたせたと

ころ!

• かおを明るくして安心してい

るのを表現しました。

ポイント

• 植木鉢を大きくかいたところ

• 植木鉢に遊びも入れたところ

• なみすけが植木鉢を持つようにして杉

並区が育つイメージにしました。

• 背景をオレンジにして守っているよう

にしました。

ポイント

• 外の危ないことから、

大人（なみきおじさん）が

中の子ども（なみすけ、ナミー）

を守っているところ

• バイ菌をかわいく描いたところ

ポイント

• ちゃんと意見を聴いてもらえ

ていることを絵でどうしたら

伝えられるか工夫したところ

• タネタがもっているメモ帳！

ポイント

• 支援といっても色々なので特に

困っている人に手をさしのべる

ことをモチーフとして製作しま

した。

• りんごが実はハートの形をして

いるところ

ポイント



④グループワーク２

「子どもにやさしいまち」杉並をイメージしながら、班のみんなで模造紙に絵を描いたよ！

最後に、どんなまちを描いたかみんなの前で発表をして、第３回のワークショップは

終了したよ。

P3
なみすけを使って「子どもにやさしいまち」を描こう！

なみすけを切って貼ったり

絵を描いたり

建物を立体的に作った班も！

たくさん絵を描いた班

作

成

発

表

次回予告

次回は、みんなで「子どもの権利を色々な人に知ってもらう方法」を考えるよ！

多くの人に「子どもの権利」を知ってもらうために、広報紙を作ってみよう!

次回(第４回)の開催は、１１月１７日 (日)
９時３０分(受付開始９時１５分)～１２時３０分です！

お問
と

い合
あ

わせ先
さき

  （平日
へいじつ

8：30～17：15） 

------------------------------------------------------------ 

○杉並区
す ぎ な み く

子
こ

ども家庭部
か て い ぶ

管理課
か ん り か

 子ども政策
せいさく

担当
たんとう

 八巻
や ま き

 永田
な が た

 佐々木
さ さ き

 

TEL：03-3312-2111（内線
ないせん

1356）  FAX：03-5307-0686 

e-mail：k-seisaku-t@city.suginami.lg.jp    

住 所
じゅうしょ

：杉並区
す ぎ な み く

阿
あ

佐谷
さ が や

南
みなみ

1-15-1 杉並区
す ぎ な み く

役所
やくしょ

東 棟
ひがしとう

３階
  かい

 

完

成

各班の「町のテーマ」一覧

自由なまち 子どもの笑顔を守るまち！
子どもを守るやさしいまち！

そうぞうの町

やりたいことができる町
ねがいのまち

子どもが過ごしやすくて安全なまち

危険なことがあっても守られる！

色々なところで、楽しく過ごすことができる！

思い考える「想像」 × 創り生み出す「創造」

ふきだしにメッセージが入っている！

みんなの願いがこめられたまち！

子ども目線で建物が配置されたまち！

各班がどんな絵を描いたか、絵のポイント等をまとめた資料を次回(第４回)でみんなに配るよ！お楽しみに！


